
－3－

お金の計画
倶知安町令和 8 年度当初予算特 集

　令和８年度当初予算が、3 月に行われた第一回定例町議会で審議され、
成立しました。当初予算は、一年間の町の総収支額を見積もり、そのお
金をどのように生かすのか示したものです。
　今月号の特集では、今年度のお金の計画について説明します。

会　　　計　　　名 令 和 8 年 度
当 初 予 算 額

令 和 7 年 度
当 初 予 算 額

前 年 度 か ら の
増 減 額

一 般 会 計 181 億 9,800 万円 145 億 3,900 万円 36 億 5,900 万円
特 別 会 計 8 億 6,426 万円 8 億 534 万円 5,892 万円

国  民  健  康  保  険 5 億 7,928 万円 5 億 7,824 万円 104 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 7,232 万円 2 億 875 万円 6,357 万円

介 護 保 険 サ ー ビ ス 705 万円 705 万円 ｰ

地  方  卸  売  市  場 561 万円 1,130 万円 ▲ 569 万円

上 水 道 事 業 会 計 38 億 72 万円 22 億 9,497 万円 15 億 575 万円
下 水 道 事 業 会 計 17 億 1,089 万円 15 億 2,633 万円 1 億 8,456 万円
全 会 計 245 億 7,387 万円 191 億 6,564 万円 54 億 823 万円

　倶知安町の会計は、一般会計・特別会計・上水
道事業会計・下水道事業会計に区分して経理され
ています。
　倶知安町における令和 8 年度予算総額は、各
会計を合わせた 245 億 7,387 万円で、前年度比
28.2%（54 億 823 万円）の増となりました。

税金を中心とした収入で、福祉や教育、
道路など幅広い範囲の事業を行う会計

特定の収入で特定の事業を行う会計。倶知安町の場合、
次の 4 つを特別会計として設けている。
①国民健康保険事業
　主に国民健康保険加入者の医療費を給付する
②後期高齢者医療事業
　主に 75 歳以上の方の医療費を給付する
③介護保険サービス事業
　主に地域包括支援などの介護事業の運営管理の費用を支出する
④地方卸売市場事業
　主に町地方卸売市場施設の維持管理を行う

　そのうち一般会計は、181 億 9,800 万円
で、前年度比 25.2%（36 億 5,900 万円）の増、
特別会計は、8 億 6,426 万円で前年度比 7.3%

（5,892 万円）の増となっています。
　また、上水道事業会計は、38 億 72 万円で、
前年度比 6.6%（15 億 575 万円）の増、下
水道事業会計は、17 億 1,089 万円で前年度
比 12.1%（1 億 8,456 万円）の増となりま
した。

※金額は四捨五入・切り捨て・切り上げをしているため、合計と一致しないことがあります

？ 財政に関する用語解説

令和 8 年度当初予算は
　245 億 7,387 万円に

一般会計？

特別会計？

特定の収入で特定の事業を行う会計。
主に下水道管や下水処理施設の整備や維
持管理を行う

下水道事業会計？

独立採算による事業を経理する会計。
主に水道水の供給や水源、水道管の整備
や維持管理を行う

上水道事業会計？
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道からの負担金・補助金

道支出金（3.4%）
6億 2,696 万円

　町では、法定外目的税の「宿泊税」
を導入しており、観光振興を図る事業
の財源として活用しています。
　今年度は 7 億 5,000 万円で前年度
比 33.9％（1 億 9,000 万円）の増額
を見込んでおり、「観光インフラの整
備」、「持続可能な観光地づくり」、「新
幹線を意識したまちづくり」、「安心・
安全なリゾート形成」、「ニセコ・羊蹄
山の環境保全」、「宿泊税の啓発徴収に
係る経費」の、大きく分けて 6 つの
施策のために活用されます。
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町が受け取る寄附

寄附金（6.6%）
12 億 602 万円

一般会計の

歳  入
181 億 9,800 万円

歳 入
※（　）内の数字は構成比

町に納める税金

町税（30.4%）
55 億 4,081 万円

町税延滞金や学校給食費など

諸収入（2.0%）
3億 6,050 万円

前年度の予算執行後
に残ったお金
繰越金（0.3%）
5,000 万円

市町村間の財源の不均衡の
調整に国から交付されるお金

地方交付税（6.9%）
12 億 6,000 万円

町の借金

町債（24.7%）
44 億 9,890 万円

国からの負担金・補助金

国庫支出金（7.5%）
13 億 5,946 万円

財産の貸し付けや
売り払いによる収入
財産収入（0.5%）
8,511 万円

基金などから
一般会計に繰り入れるお金
繰入金（12.4%）
22 億 5,132 万円

各施設の使用料など

使用料及び手数料（1.1%）
1億 9,202 万円

地方消費税交付金
・地方譲与税ほか（3.8%）
6億 9,550 万円

保育所の保育料など

分担金及び負担金（0.4%）
7,140 万円

自主財源 ＝  町が自主的に徴収する財源

依存財源 ＝  国や道から交付される財源

町税・地方交付税の推移（平成 29 年度～令和 8年度当初予算額）

堅調な伸びを見せる固定資産税の増額などにより町税が増額

宿泊税さらに増額の見込み　インフラ整備や観光振興施策に

事業費 うち充当額

◆観光インフラの整備
地域 DMO 支援事業

（DMO：倶知安観光協会） 3 億 3,815 万円 3 億 2,645 万円

ひらふ地区
ロードヒーティング事業 3,069 万円 1,962 万円

◆持続可能な観光地づくり

町民向けタクシー確保事業 540 万円 524 万円

◆新幹線を意識したまちづくり
駅前通り歩道

ロードヒーティング整備事業 3,251 万円 166 万円

◆安心・安全なリゾート形成
ニセコひらふ安全センター

事業（臨時交番の運営） 940 万円 911 万円

◆ニセコ・羊蹄山の環境保全

羊蹄山管理保全事業 193 万円 187 万円

◆宿泊税の啓発徴収に係る経費 2,414 万円 2,414 万円

前年度と比較し、大幅に増減した項目と
その主な要因を説明します。

宿泊税 主な活用事業

　右表では、今年度の宿泊税を財源と
した事業の一例を紹介します。

町 債（前年度比 ＋ 23 億 1,990 万円）

プール絵本館複合拠点施設や山田地区
上水道の整備などを行うため増額

増
加 固定資産税や入湯税、宿泊税が堅調に

伸びていることから増額

町 税（前年度比 ＋ 6 億 8,182 万円）
増
加
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地方交付税

地方公共団体の財源の不均衡を調整し、一定の行政サービスが提供できるよう財源を保
障する目的で国から交付される。
地方交付税には、基準財政需要額（町が適正水準の行政活動を行うために必要な額）と
基準財政収入額（町の標準的な税収入より算定した額）との差額に対して交付される普
通交付税と、それ以外の特殊な財政需要に対して交付される特別交付税の 2 種類がある。

町税

国・都道府県・市町村に納める
税金のうち、町に納める税金の
こと。町民税や固定資産税、軽
自動車税、入湯税、町たばこ税
などがそれにあたる。

　町税は、前年度比 14.0%（6 億 8,182
万円）の増となりました。これは、固
定資産税で 2 億 9,900 万円、町民税
で１億 7,300 万円の増額を見込むた
めです。また、地方交付税について
は前年度比 21.7％（3 億 5,000 万円）
の減額を見込んでいます。
　今年度当初予算では、固定資産税や
町民税の予算増額に伴い、基準財政収
入額が増加したため、基準財政需要額
との差額が少なくなったことから、普
通交付税額が減少しました。
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一般会計の
※（　）内の数字は構成比

労働費・災害復旧費・予備費
その他（0.2%）
2,786 万円

企業・商店街・観光など
商工費（4.8%）
8億 7,671 万円

町議会の運営など
議会費（0.6%）
1億 180 万円

農業・畜産業など
農林水産業費（2.0%）
3億 6,473 万円

町の借金返済など
公債費（5.5%）
9億 9,542 万円

消防組合への負担金・防災など
消防費（2.6%）
4億 7,959 万円

医療・ごみの収集など
衛生費（14.5%）
26 億 3,572 万円

財産管理・町民活動・税務など
総務費（17.2%）
31 億 3,891 万円

道路・除雪・新幹線など
土木費（13.9%）
25 億 3,661 万円

　前年度から引き続き、南 6 条団地建替事業、プー
ル絵本館複合拠点施設整備事業などを実施するた
め、建設事業費の比率が大きくなっています。
　また、上に記載する主な事業のほか、町道の道
路改良工事、山田地区の上水道整備、文化福祉セ
ンターのエレベーター設置工事などを行うことか
ら、町債を借り入れ、一般会計予算額は、前年度
比 25.2%（36 億 5,900 万円）の増となり、令和
5 年度の 152 億 7700 万円を超えて過去最高と
なりました。

*1 くっちゃん保育所ぬくぬくの建設
*2 役場庁舎の建設
*3 ニセコひらふ地区の町有地売却に伴う基金積み立て

一般会計予算の推移（平成 29 年度～令和 8年度）
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令和 8年度  予算説明書

アクティブくっちゃん

5 月 1 日
発  行

問総合政策課広報広聴係
　☎ 56 － 8001

施設やインフラの整備により　予算額は過去最高となる 181 億円超

駅前ロードヒーティング整備事業（3,251 万円）
　駅前通り歩道における冬期間の歩行空間を確保
するため、ロードヒーティング整備を行う。
準都市計画等の拡大検討事業（1,596 万円）
　羊蹄山麓の環境保全を軸として、町内全域を対
象に、準都市計画区域の拡大や適切な土地利用の
誘導に向けた調査・検討を行う。
ヒグマ対策事業（221 万円）
　人の日常生活圏にヒグマが出没した場合に地域
住民の安全確保ができるよう体制整備を行う。
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万
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不法投棄禁止ポスター募集事業（64 万円）
　子ども議会にて、ポイ捨て（不法投棄）禁止ポ
スターの募集について提案をいただいたことか
ら、作品募集を行い、啓発ポスターとして活用す
る。
コンビニ証明書交付システム導入事業（1,123 万円）
　マイナンバーカードを活用し、コンビニエンス
ストアで住民票などの各種証明書を取得できる

「コンビニ交付サービス」の運用開始に向け、シ
ステムを導入する。
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福祉・児童館・保育所など
民生費（14.8%）
27 億 9万円

　5 月 1 日発行（広報折り込み）予定の予算説明書「アク
ティブくっちゃん」では、これらの事業をより詳しく紹介
するほか、それ以外の事業についても紹介します。

学校教育・生涯教育など
教育費（23.9%）
43 億 4,056 万円

プール絵本館複合拠点施設建設工事や
中学校の照明器具 LED 化などを行う
ため増額

教 育 費（前年度比 ＋ 21 億 2,776 万円） 衛 生 費（前年度比 ＋ 7 億 9,116 万円）

山田地区上水道整備事業として、ニセ
コひらふ地区の水需要の増加に対応す
るための整備などを行うため増額

増
加
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加
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前年度と比較し、大幅に増減した項目と
その主な要因を説明します。
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